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教 育 報 告

Ⅰ．はじめに

　近年、入院期間の短縮、少子化の影響による小
児病棟の閉鎖や混合化、看護系大学や看護系学部
の増加等の影響を受け、小児看護学実習の臨地実
習の場の確保が難しくなっている。小児看護学実
習においては、平成 27 年に厚生労働省医政局看
護課より「母性看護学実習及び小児看護学実習に
おける臨地実習について」が通知され、病院以外
にも、診療所、保育所、小学校、中学校、保健セ
ンター、社会福祉施設等を実習施設に含めること
ができることが示された 1）。その通知では、実習

の例として、保育所、障害児施設、外来（病院も
しくは診療所）と学内を組み合わせて行う方法が
示されている。つまり、一人の学生が一科目の実
習の中で複数の施設にて実習を行っている現状が
ある。
　小児病棟での実習に限らず、障害児施設で看護
過程の展開をする実習を行っても、小児病棟と同
様の学びを得られることはすでに明らかになって
いる 2）。また、保育施設や子育て支援施設、外来、
小学校などの教育機関などで実習を行った場合に
ついて、それぞれの場でその場ならではの学びが
あることが報告されている 2） 3）。しかしながら、
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複数の施設を組み合わせて実習を行った学生の学
びや、 その統合について言及された報告は少ない。
　A大学の小児看護学実習においても、実習の
場を病棟、保育園、病院の小児科外来もしくは小
児専門クリニック（以下、外来とする）と学内を
組み合わせて計画している。また、実習最終日に
は、学内にて全体のまとめの時間を設定してい
る。しかし、学生は病棟、保育園、外来での実習
を単独の実習であるかのように別々に語ったり記
載したりすることが多く、最終レポートであって
も統合した内容を表現することが少ない印象が
あった。また、その学びの内容は実習中に体験し
た具体の事象が中心で、既習の内容と照らし合わ
せて考察することは難しいようであった。先行文
献によると、小児看護学実習における実践と理論
の統合に関する学習課題として、「事実と一般知
識を照合しないまま判断する」「ひとつの情報だ
けで判断する」という初学者の思考スタイルがあ
ることを示されている 4）。A大学の学生にみられ
る傾向も、臨地で見聞きしたり、体験したりした
ことを既習の内容と照合しないまま受け入れた
り、複数の体験を合わせず単独で考えるなど、初
学者の思考スタイルがあると考えられる。
　学生が実習で得た学びを既習の知識と併せて深
化させたりいくつかの体験を統合して考えたりす
るためには、それらを行うための教育的な仕掛け

が必要だと考え、最終日に行う学内実習プログラ
ムの変更を試みた。本稿では、その小児看護学実
習の最終日プログラムの開発と半年間の実施状況
について記述する。プログラムの再編は特定の教
育関連理論を活用して開発したものではなかった
が、その開発プロセスや実施の評価と今後の課題
について考察するにあたり、教育関連理論の枠組
みを指標とすることとした。本科目は実習科目で
学生の主体的で能動的な取り組みが強く求められ
ることから、教育活動の効率と学生へ魅力のある
授業設計であることを目指しているインストラク
ショナルデザインで、教育設計の開発に一般的な
ADDIE モデルを枠組みとして使用した。

Ⅱ．教育実践報告の目的

　本稿の目的は、A大学における小児看護学実
習の最終日プログラムの内容、および、その変更
に至るプロセスについてADDIE モデルを使って
考察し、 今後の課題について論述することである。

Ⅲ．教育実践の概要

1．小児看護学実習の科目概要
　この科目は、専門基幹科目として 3年次後期か
ら 4 年次前期に実施する 2 単位の必修科目であ
る。シラバスに記載している科目概要と到達目標
は表 1に示す。

表 1　科目概要と到達目標（1200 字相当）

〈科目概要〉
　様々な疾病や障がい、および、健康レベルにより医療を必要とする子どもと家族を総合的に理解し、健康上お
よび成⻑発達上の問題解決に向けた援助を通して、小児看護に必要な知識・技術・態度を、外来と病棟実習を通
して学習する。保育施設における乳幼児の日常生活を通して、小児期の特性を理解し、成⻑・発達を促すかかわ
りの実際を学ぶ。子どもと家族の状態をとらえて看護過程を展開し、援助が必要なケアの内容および方法を導き
看護を実践する。加えて、小児医療・小児保健における多職種・多機関連携、社会資源の活用と、小児看護の役
割を学習する。

〈到達目標〉
1）　�健康レベルや発達段階、生活状況をふまえて、子どもの特性を理解し、子どもを尊重してかかわることが
できる。

2）　子どもと家族について、発達、生活、健康の三側面をふまえて情報収集し、統合できる。
3）　子どもと家族の発達、生活、健康上の課題を見いだし、優先順位を付けて説明できる。
4）　子どもと家族を支援する看護を実践し、評価・修正できる。
5）　各実習施設における小児看護の役割について説明し、自己の考えを述べることができる。
6）　各実習施設に特徴的な多職種・多機関連携を説明し、小児看護の役割を述べることができる。
7）　�知識を統合するために主体的に学習し、 自身の学習課題が挙げられるとともに、その対策を言語化できる。
8）　保健医療福祉チームおよび実習グループの一員として、責任をもって行動することができる。
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2．学生のレディネス
　学生は、講義科目のほとんどを 3年次前期まで
に履修している。総合技術演習（OSCE）を含む
3年次前期までの必修科目の全てを習得している
ことが 3年後期から始まる領域別実習の履修条件
となっているため、学生間のレディネスは揃って
いると言える。しかし、学生のグループにより各
領域の実習を履修する順序が異なるため、小児看
護学実習を経験する時の既習の実習科目は学生に
よって異なる。

3．小児看護学実習の構成
　実習は 2 週間（10 日間）の日程で、原則とし
て病棟 4日、保育園 2日、外来 2日、学内 2日を
組み合わせている（図 1）。しかし、実習期間内
に祝祭日を含み実質の実習日数が減じる場合に
は、原則として臨地実習（病棟、保育園、外来で
の実習）を優先し、最終日の学内プログラムを実
施しない計画としている。
　病棟での実習では、学生 3〜5 名に対して教員
1名が帯同して臨地の指導者とともに指導に当た
るが、保育園及び外来での実習は学生のみで現地
に赴き、臨地の指導者の下で実習を行う。実習期
間のうち、初日と最終日は学内としており、初日
はオリエンテーション、最終日はまとめの日とし

て位置付けている。学内の実習プログラムについ
ては、全て教員の指導で実施する。今回検討する
最終日の実習プログラムは、臨地での実習内容を
全て終えた状態で実施することとなり、教員は病
棟での実習を担当した全員が入り、複数名で指導
を行っている。

Ⅳ．最終日プログラムの実際

1．2022 年度の実施状況
　最終日プログラムは、学生へ実習での学びをま
とめるための時間を作ることを目的として 2022
年度より始めたプログラムであった。プログラム
の内容は、表 2の通りである。
　具体的なプログラムとしては、実習記録のまと
めやレポート作成の時間を主として計画してお
り、学生が個人で必要な学習をする時間としてい
た。指導体制としては、適宜教員がラウンドし、
記録の書き方や考え方について助言を求められた
場合に対応をしていた。また、最終のカンファレ
ンスとして、1グループ 5〜7 名の学生と 2〜3 名
の教員が参加して、「小児看護学実習の学び」を
テーマとして 45 分間の時間を設けていた。司会・
進行、時間管理、記録は学生に任せており、教員
は学生のディスカッションの後に助言を行ってい
た。カンファレンスは各学生 1回で、他グループ

1週目 2週目

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

学内 病棟 外来 保育園 学内

＊2週目に病棟実習を行うパターンもある
図 1　実習構成の一例

表 2　2022 年度の最終日プログラムの内容

 時　間 所要時間（分） 内　容

 9：30 集合

 9：30～ 9：40 10 物品の返却

 9：40～10：00 20 当日のオリエンテーション

10：00～12：30 150 実習記録のまとめ、レポート作成（個人）

12：30～13：30 60 休憩

13：30～15：30 120 ①　「小児看護学実習の学び」カンファレンス（グループごと）
②　実習記録のまとめ、レポート作成（個人）

15：15～15：30 15 ポートフォリオの発表

15：30～16：00 30 連絡事項等
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が実施している時間は実習記録の時間としてい
た。加えて、1年次の基礎実習から実習体験の積
み上げを目的に取り組まれているポートフォリオ
のうち、各実習後に書くことになる「実習で得ら
れたこと・達成できたこと」「次への課題」につ
いて記載し、3～5 名の病棟実習グループの中で
発表する時間を設けていた。

2．2022 年度プログラムの実施状況と課題
　学生らは、実習記録のまとめの時間を使って実
習記録に取り組んでいた。しかしながら、実習に
関連しない雑談をして過ごす姿もしばしば見ら
れ、記録が完成していない場合でも終了時間の前
に取り組みをやめてしまう学生もいた。カンファ
レンスでは、事前に準備した発言内容を読み上げ
る学生が多く存在した。質疑応答は短答のやり取
りで終わることが多く、議論が深まることは少な
かった。一方で、子どもの身体を拘束していた採
血場面など実習中に感じた違和感などを率直に語
る学生もおり、教員が発問を加えることで、子ど
もにとっての抑制の意味を考えるなど思考が深
まっていく場合もあった。ポートフォリオの発表
については、他領域実習を含めて活用状況が不良
で、使用頻度を上げることを目指して記載や発表
の時間を設けていた。2023 年度以降は本来の目
的である実習体験の積み上げが達成できるような
活用へ変更していく必要があった。
　学生の成果物を見ると、学生は病棟、保育園、
外来での実習を個別に記載することが多く、実習
全体を統合して思考することが難しい、もしく
は、統合する必要性を理解していない印象があっ
た。また、保育園や外来での実習については、見
聞きした保育士や看護師の具体的業務の様子は挙
げられるものの、それがケアとして何を目的と
し、意味していたかなどを考えられていなかっ
た。つまり、実習中に体験した具体の事象が中心

で、「知った」内容を「学んだ」こととして記載
することが多く、既習の知識と照らし合わせて思
考を深められる学生は限られていた。また、病棟
での実習で子どもと家族とのかかわりにおいて自
ら工夫して実践できている学生であっても、それ
を看護の成果や自己の学びとして記録に残すこと
は不十分であった。つまり、学びを意識化した
り、言語化して表出したりすることが難しい状況
があると考えられた。
　これらのことから、学生は 3つの施設での実習
を通してそれぞれでは何らかを学ぶことができて
いるが、実習で体験した内容を言語化するのみ
で、思考を進めないまま終わっている状況である
といえる。また、学びを学びとして学生自身が捉
えられていない可能性があり、学生だけでそれら
を見出したり、小児看護学実習として全体の統合
をしたりすることは難しいと考えた。
　したがって、 「実習体験を既存の学習と関連づけ
て考えること」 「自らの工夫をまとめ、 学びとして
意識すること」 「看護の活動を業務としてではな
く、 その意味をとらえ、 小児看護の役割を理解する
こと」 を課題として、 最終的には学生が小児看護学
実習として全体を統合して考えられるように 2023
年度プログラムを構築していく必要があった。

3．2022 年度プログラムのコンテンツと到達目
標・課題との関係の可視化

　最終日のプログラムを再編するにあたり、各到
達目標は、現状で行っているプログラムコンテン
ツのどこで主に学ぶことができているのかを対応
表にして可視化した（表 3）。到達目標の 1〜4 は
主に病棟での実習で学ぶ看護過程に関する内容が
多いと判断し、最終日プログラムでは到達目標の
5〜8 を中心に検討を行った。その結果、全ての
到達目標は複数のプログラムで学ぶ機会を作れて
いることが確認できた。しかし、前述の通り多く

表 3　到達目標とプログラムコンテンツの対応

 レポート カンファレンス ポートフォリオ 自己評価

到達目標 5 〇 〇

到達目標 6 〇 〇

到達目標 7 〇 〇 〇 〇

到達目標 8 〇 〇 〇
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の学生が到達目標の達成に至るには、思考を深め
ていく必要があった。
　前述の 2022 年度プログラムの課題と考えた内
容ついてもプログラムコンテンツとの関連につい
て表にして整理した（表 4）。その結果、現プロ
グラムでも課題に取り組む機会はあるが、期待し
ているような学びの結果を得るには、教員の積極
的で意図的な関与の必要性が見えた。これらを基
に 2023 年度のプログラムを変更することとした。

Ⅴ．2023 年度プログラムの実際

　2023 年度のプログラムスケジュールとそのね
らいは表 5に示した通りである。教員が意図的に
かかわれるように各プログラムコンテンツにおい
て学生に学んでほしい内容を明確にした。ねらい
には、2022 年度プログラムで課題になった 3 点
以外の教育方略も記載した。各コンテンツの詳細
については、以下で述べる。

表 4　2022 プログラムの課題とプログラムコンテンツの対応

レポート カンファレンス ポートフォリオ 自己評価

既存の学習と関連付ける 〇
学生だけでは不十分

〇
支援すると可能

小児看護の役割を考える 〇
学生だけでは不十分

〇
支援すると可能

工夫したことをまとめ、
学びとする

〇
学生だけでは不十分

〇
支援すると可能

〇
学生だけでは不十分

〇
学生だけでは不十分

表 5　最終日のスケジュールとねらい
本文見出し
との対応 時間 所要時間

（分） コンテンツ ねらい 主な到達目標

Ⅴ-1-1）  9：30～ 10 自己評価表提出
Ⅴ-1-1）  9：40～ 15 オリエンテーション

Ⅴ-1-2）  9：55～ 30 各施設の学びのグループワーク
（保育園）

既存の学習と関連付ける
小児看護の役割を考える
工夫したことをまとめ、学びとする
各施設の小児看護の役割を理解する
他者の発言を聞いて、自分の学びを深める
思考を刺激する

5.6

Ⅴ-1-2） 10：45～ 25 各施設の学びのグループワーク
（外来）

既存の学習と関連付ける
小児看護の役割を考える
工夫したことをまとめ、学びとする
各施設の小児看護の役割を理解する
他者の発言を聞いて、自分の学びを深める
思考を刺激する

5.6

Ⅴ-1-3） 11：10～
60

（15 分×人数）個人面談

既存の学習と関連付ける
工夫したことをまとめ、学びとする
学びを意識化する
既存学習との関連付けをする
思考を刺激する
教員評価との認識の差を縮める

7.8

（待ち時間） 記録（各自）

Ⅴ-1-3） 13：10～
60

（15 分×人数）個人面談

既存の学習と関連付ける
工夫したことをまとめ、学びとする
学びを意識化する
既存学習との関連付けをする
思考を刺激する
教員評価との認識の差を縮める

7.8

（待ち時間） 記録（各自）

Ⅴ-1-4） 14：30～
45

（20 分×2回
＋説明）

カンファレンス

既存の学習と関連付ける
小児看護の役割を考える
工夫したことをまとめ、学びとする
他者の発言を聞いて、自分の学びを深める
思考を刺激する

5.6.7.8

Ⅴ-1-5） 15：15～ 20 自己評価・実習目標評価
ポートフォリオ記入

工夫したことをまとめ、学びとする
自己の課題と実習目標を関連付ける
実習目標を意識付ける

7.8

Ⅴ-1-5） 15：35～ 20
ポートフォリオ発表
グループメンバーからの
フィードバック

工夫したことをまとめ、学びとする実習目標を意識付ける
自己の課題と実習目標を関連付ける
リーダーシップ

7.8

Ⅴ-1-6）
15：55
〜 
16：30

35 レポート
既存の学習と関連付ける
小児看護の役割を考える
工夫したことをまとめ、学びとする
学びの言語化

5.6.7
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1．プログラム内容
1）導入（事前学習とオリエンテーション）
　学生には評価表を使って自己評価を付けるこ
と、ポートフォリオを記載することを事前学習と
して課した。最終日プログラム開始前の段階での
評価や学びを記録しておくことで、学生には一度
自身の現状を考えてもらい、プログラム後に最終
評価として修正することで、その学びを可視化す
ることを目的とした。
　また、当日のオリエンテーションでは、スライ
ドを使って実習最終日のプログラムの目的、流れ
の説明を行った。また、学生には到達目標を再度
確認してもらうために、実習要項の目標を確認す
る時間を設け、また、各コンテンツの開始時には
対応する到達目標を提示し、学生には何を目的に
そのワークを行うのかを説明した。
2）各施設の学びのグループワーク（保育園・外来）
　2023 年度プログラムから、保育園と外来での
実習に関して、その学びを深めるためのグループ
ワークを取り入れた。外来も保育園もグループ全
体としては異なる日程で複数の施設にて実習して
いる（図 2）。そのため、方法としてまず同じ施
設に行った学生同士の少人数で各施設の特徴と小
児看護の役割についてディスカッションし、その
内容をホワイトボードに書き出す。次に、それを
全体に発表して質疑応答を行う計画とした。教員
は複数名で担当し、到達目標が達成できるように

学生のディスカッション中から声をかけて思考を
刺激した。このワークでは、個人では意見が出に
くい内容であっても、複数名で考えたり他施設で
の状況を見聞きしたりすることで、到達目標 5と
6 の「各実習施設における小児看護の役割」を理
解することを企図した。
　また、このプログラムの実施に合わせて、病棟
での小児看護の役割については病棟での実習期間
内で「病棟実習における小児看護の役割」をテー
マにカンファレンスを行うように設定し、臨地の
指導者へもその目的を伝えて協力を依頼した。
3）個人面談
　個人面談は、各学生 15 分で設定をした。基本
的には病棟実習で指導をした教員 1名が担当する
が、経験の浅い教員や複数の教員での指導が効果
的だと思われる学生の場合には、教育スキルの高
い教員が支援に入り、教員 2名体制で実施した。
個別指導することで学生の体験に基づいて具体的
に助言し、必要な思考を促すことを目指した。ま
た、基本的にはポジティブなフィードバックと
し、学生が自身の実践を看護として意味づけでき
るようにした。さらに、先行研究によると、評価
表のほぼ全ての項目で教員の評価と学生の評価に
は差が存在することが示され 5）、過去の学生の例
を見ても 5 段階中の 2 段階の差が生じたことも
あった。そのことから、提出された自己評価表に
基づいて教員と学生の評価の見立てが大きく食い

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1G
6 名

学生 1

学内
実習

A病棟

D外来 K保育園

学内
実習

学生 2

学生 3
J 保育園 C外来

学生 4

学生 5 E外来 L保育園

学生 6
C外来 H保育園

A病棟

2G
7 名

学生 1

学生 2
D外来 I 保育園

学生 3

学生 4
F保育園 C外来

B病棟
学生 5

学生 6
G保育園 E外来

学生 7

図 2　1 クールの実習構成例
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違うことが予測できる場合には、教員が学生の自
己評価の理由を理解し、また、学生に教員の求め
る意図との違いを伝える機会とした。
4）カンファレンス
　カンファレンスのテーマは、「小児看護の役割」
とし、小児看護学実習全体の統合を目指した。方
法は一回 20 分を 2回行うこととし、学生 5～7名
と教員 1～2 名でグループを構成した。各実習施
設の特徴による違いと小児看護の普遍性の両方を
学ぶ機会となるように、なるべく異なる施設で実
習を行った学生で構成できるようにグループを組
み、メンバー構成を替えて 2回実施した。また、
学生にはその場で思考して発言することに集中で
きるように、司会やタイムキープは全て教員が担
い、カンファレンス記録もなくした。前提として
教員はメンバー、または、ファシリテーターとし
て積極的に議論に入ることとし、学生には、教員
は一人のメンバーとして教員の立場から見えたこ
とを率直に話すことを伝えた上で、教員の発言が
正しいととらえるのではなく、学生は学生の立場
から見えたことや考えたことを発言するように説
明を行った。議論の導入として、学生の中から実
習中の出来事で印象に残ったことや失敗したこ
と、工夫してうまくいったことなど何らかのエピ
ソードを挙げてもらい、そのエピソードを契機に
して、小児看護の特徴や役割を考えることができ
るように議論を促した。
5）自己評価・実習目標評価・ポートフォリオ
　自己評価表やポートフォリオの実習目標の記載
は事前学習として記載してきているが、グループ
ワークや個別面談を経て修正する時間を設け、そ
れを用いてポートフォリオの発表とグループメン
バーからのフィードバックを行った。発表と
フィードバックでは、病棟実習を一緒に行った 3
～5 名でグループを作り、一人ずつ目標に対する
達成と次の目標を発表した後に、病棟グループメ
ンバーからその学生の良かった点と改善するとさ
らに良くなる点についてフィードバックを行うこ
ととした。これらは、自身では気づかなかった自
分の良かった点を知り、ポートフォリオを本来の
目的である実習の積み重ねとして次回の実習に活
用できるように促すことと、リーダーシップ能力
として相互支援をしながら皆で学びあえる関係作
りを目的とした。

6）レポート
　最後に、レポートの内容を考える時間を配置し
た。1年次に学んでいる「レポートとは何か」に
ついての確認を促し、体験の羅列や感想文になら
ないよう、教科書や文献等を使い既習の学修内容
とすり合わせを行いながら考える必要があること
を説明した。加えて、小児看護学実習の統合とし
てグループワークやフィードバックの内容をふま
えて考えることを促した。

2．2023 年度プログラムによる学生の様子と変化
　2023 年度プログラムから取り入れた各施設の
学びについてのグループワークは、議論が進まず
に時間がかかり、予定時間内では十分に議論でき
ないことが頻繁にあった。しかし、最初に行う保
育園についてのグループワークで議論が進まな
かった場合でも、2回目である外来の時には進行
がスムーズになるだけでなく、施設の特徴を発表
に入れるなど視点が広がり、内容が深まることも
あった。同様に、2023 年度プログラムから取り
入れた他学生へのフィードバックの場面では、
フィードバックする内容が考えられない様子で発
表内容を聞きなおす場面も多く、予定していた時
間を大幅に超過した。しかし、何人か続けている
うちに発言できるようになり、視点を広げて発言
できるようになる場面もあった。
　カンファレンスでの学生の様子は、以前と比べ
て明らかに変化した。開始直後は緊張気味に参加
している様子が見られるものの、教員のファシリ
テートを受けて議論は活発になり、発言者の顔を
見ながら参加をしており、ファシリテーターの教
員が促さなくても発言をせずに終わる学生はほと
んどいなかった。また、設定した時間が終了し、
休憩時間になってもディスカッションを続ける様
子が見られた。

Ⅵ．考察

　A大学における小児看護学実習の最終日プロ
グラムの変更に関するプロセスと内容及び実施に
ついてインストラクショナルデザインのADDIE
モデルにそって考察し、今後の課題を挙げる。
　フェーズ 1（分析）の段階は、学習者の現状分
析と、目標の設定、教育評価方法の策定である。
今回、分析に既存の枠組みを利用していなかった
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が、「Ⅳ．2．2022 年度プログラムの実施状況と
課題」で示した通り、「どのような学生に、どう
なってもらうために、どのように教えるか」とい
う 3観 6）については、分析ができていたと考えら
れる。ただし、評価方法については検討ができて
いなかった。
　フェーズ 2（設計）は、具体的な目標の設定と、
学修目標達成のために学習内容を詳細化し、どの
ようなプログラムを実施するかを考える段階であ
る。今回は、学生と教員が到達したいゴールを共
有し明確にするため、全ての過程で到達目標を軸
に考えた。コンテンツの内容とねらいについて
は、「Ⅴ．2023 年度プログラムの実際」で記した
とおりである。
　教員にはスケジュールや実施内容だけでなく、
このねらいも一覧に記載して全員が意識的に支援
できるようにした。多様な学生の状況に応じた対
応をしていくためには、方法論だけをとらえて実
施しても効果が出にくいと思われ、プログラムが
意図した目的をとらえてアプローチを変化させる
必要がある。各コンテンツのねらいを明確にした
ことは、多様な内容を求めている実習プログラム
において、教員間の差を最小化するのに役立った
のではないかと考える。
　フェーズ 3（開発）は、計画に沿って教材など
を検討する段階である。教材としては、ワークの
内容ごとに、該当する到達目標を意識できるよう
スライドで示し、説明する時間を意識的に設け
た。また、グループワークではディスカッション
しながら記載した内容がプレゼンテーションで活
かせるよう、各グループにスタンド型のホワイト
ボードを配置して、視認性を高めた。
　ファシリテーターとしての教員の参加などカン
ファレンス形態の変更は、学生がその場で目的に
合わせて思考し言語化することを促すことを狙っ
たものであり、これ自体が教材の変更であった。
加えて、学生に実習中のエピソードを挙げてもら
いその内容を深めていく進め方は、学生のリアル
な体験の教材化とその活用といえる。カンファレ
ンス終了時間になっても議論を続けるくらい、学
生が生き生きと語るような状況となったのは、
「学習者が自分の頭で考えてみたくなる問題・発
問」 7）として、これらの方法が有効だったと考え
られた。

　フェーズ 4（実施）について、このプログラム
の再編は主に教員 2名が中心となって計画してい
た。実施にあたって、変更の意図やプロセス、各
コンテンツの意図などを共有する機会を複数回設
け、教員全員のレディネスを合わせた。また、学
生に対する発問の仕方についてのヒントとなる資
料を共有し、教員側の事前の準備を促した。
　カンファレンスや個別面談、プログラムの進行
時のインストラクションでは教員の教授スキルや
プログラムへの理解の違いにより、学生の学びに
差が出ることが推察される。また、この最終日プ
ログラムはほぼ全てのコンテンツにおいて、その
時の学生の理解度や思考をとらえてどのように発
問やかかわりをすると学びが深まるのかを思考
し、アプローチし続ける必要があり、教員にかか
る負担は大きいと考えられる。そのため、できる
限り複数の教員で対応し、個人面談やカンファレ
ンスについては経験の少ない教員には教授スキル
の高い教員がサポートに入った。それにより、教
育の質を維持できたのではないかと考える。今後
も継続していくにあたっては、教員の能力が向上
するための工夫や、教員の負担を軽減し、意欲的
にプログラムを展開できるような仕掛けが必要と
なると考えられる。
　フェーズ 5（評価）は、計画内容や教材、教員
などの評価を行い、次のプロセスに向けて改善を
図る段階である。カンファレンスで見られた学生
が生き生きと主体的に語る姿は、事前に準備した
内容を読み上げて議論が進まなかった以前と比較
すると学生の取り組み方が変わったと言える。学
生が語ったエピソードを学生の視点から子どもの
視点に転換できるような教員の発言によりそのケ
アの意味を理解したり、授業で学んだ内容を話題
に挙げるとそれらについて考えたりと、思考を深
める機会になっていたと考えられる。川名らの研
究によると、小児看護学実習において学生の体験
が学びに転換するタイミングは、教員の一言だっ
た例も挙げられている 8）。学生の体験の語りに教
員も参加するカンファレンスのスタイルは、学び
を深めていくことに有効だと考えられた。
　一方で、小児看護学実習全体を統合して小児看
護の役割を考えるという学びにつながったかどう
かについては、評価計画が十分でなく今回は言及
できなかった。しかし、最終日プログラムを通し
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て、以前は実施していなかった学びを深めるため
の機会を持つことができ、それらについて主体性
を増して学生が参加できはじめていることは、今
回のプログラムのねらい通りであったと評価でき
る。
　今後の課題として、祝祭日で実習日数が減じる
場合に学内の最終日プログラムを設定していない
グループへの対応をどうするかを検討する必要性
が挙げられる。この学内での最終日プログラムが
臨地での学びよりも学生にとって有効であれば、
臨地実習日を減らして最終日プログラムの実施を
優先した方が学生の利益になる可能性がある。そ
のためには、学生の成績への影響を調査するなど
プログラムの有効性をより多角的に評価して行く
必要がある。

Ⅶ．終わりに

　コロナ禍を経て小児病棟の縮小は進んでおり、
実習場の多様化はさらに進むと考えられる。ま
た、臨地実習は再開しているものの、実践時間や
実践内容に大きな制限を受けて基礎実習を行って
きた学生が領域別実習を履修するようになり、目
新しい場所や体験を把握することに精一杯となっ
て学びが深まりにくい学生の傾向は続くと思われ
る。今後も、与えられた実習の場での体験から、
その学びを最大限にできるようなプログラムの検

討が必要である。
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